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儀
仗
隊
を
巡
閲
す
る
木
原
大
臣
（
い
ず
れ
も
１０
月
１０
日
、
横
田
基
地
で
）

木
原
防
衛
大
臣
は
１０
月
１０
日
、
空
自
戦
闘
機
部
隊
の
指
揮
な
ど
を
担
う
防
空
戦
闘
の
中
枢
、

空
自
航
空
総
隊
司
令
部
（
横
田
）
を
初
度
視
察
し
た
。

初
度
視
察
に
は
防
衛
省
か
ら

内
倉
空
幕
長
ら
が
随
行
し
た
。

大
臣
は
横
田
基
地
到
着
後
、
航

空
総
隊
司
令
部
庁
舎
１
階
で
儀

仗
隊
長
・
鬼
塚
慎
２
空
尉
（
作

戦
情
報
隊
）
以
下
基
地
隊
員
２５

人
で
編
成
さ
れ
た
儀
仗
隊
の
栄

誉
礼
・
儀
仗
を
受
け
た
。
航
空

中
央
音
楽
隊
の
隊
員
３２
人
が
演

奏
を
担
っ
た
。

鈴
木
康
彦
航
空
総
隊
司
令

官
、
石
井
浩
之
横
田
基
地
司
令

か
ら
状
況
報
告
を
受
け
た
後
、

基
地
に
所
在
す
る
４
部
隊
等

（
航
空
総
隊
司
令
部
、
戦
術
教

導
団
司
令
部
、
作
戦
情
報
隊
、

作
戦
シ
ス
テ
ム
運
用
隊
）
の
隊

員
約
１
１
０
人
に
対
し
訓
示

し
、
こ
の
中
で
、
１０
月
４
日
に

米
国
防
省
で
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
米

国
防
長
官
と
日
米
防
衛
相
会
談

を
行
っ
た
こ
と
に
触
れ
、
横
田

で
日
米
の
隊
員
が
緊
密
に
連
携

し
て
い
る
姿
に
接
し
、
「
日
米

の
絆
を
改
め
て
確
か
め
る
こ
と

が
で
き
た
」
と
述
べ
た
。

航
空
機
や
ミ
サ
イ
ル
技
術
の

進
展
で
空
か
ら
の
脅
威
が
多
様

化
、
複
雑
化
、
高
度
化
す
る
中

に
あ
っ
て
、
「
我
が
国
領
空
を

断
固
と
し
て
守
り
抜
く
。
航
空

自
衛
隊
の
諸
君
が
果
た
す
役
割

は
大
変
重
要
に
な
っ
て
い
る
」

と
力
を
込
め
た
。

ま
た
、
「
２４
時
間
３
６
５
日
、

切
れ
目
な
い
警
戒
監
視
態
勢
を

構
築
し
、
北
朝
鮮
に
よ
る
相
次

ぐ
弾
道
ミ
サ
イ
ル
発
射
へ
の
対

応
や
我
が
国
周
辺
で
活
発
な
活

動
を
継
続
す
る
中
国
、
ロ
シ
ア

の
航
空
機
に
対
す
る
ス
ク
ラ
ン

ブ
ル
な
ど
、
常
に
緊
張
感
を
も

っ
て
職
務
に
当
た
っ
て
い
る
」

と
語
り
、
「
全
て
の
隊
員
に
敬

意
を
表
し
ま
す
」
と
述
べ
た
。

働
き
や
す
い
環
境
づ
く
り
、

人
材
確
保
、
防
衛
施
設
へ
の
投

資
や
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
対
策

な
ど
、
処
遇
等
の
向
上
に
も
触

れ
た
。

最
後
に
「
私
は
い
か
な
る
時

も
皆
さ
ん
、
隊
員
と
共
に
あ
る
。

今
後
と
も
強
い
使
命
感
を
持
っ

て
航
空
総
隊
司
令
官
、
鈴
木
康

彦
空
将
を
は
じ
め
と
す
る
各
部

隊
指
揮
官
の
指
揮
統
率
の
下
、

一
致
団
結
し
防
衛
省
・
自
衛
隊

に
対
す
る
国
民
の
高
い
期
待
と

信
頼
に
一
層
応
え
ら
れ
る
よ
う

切
に
望
む
」
と
求
め
た
。

会見で質問に答える木原大臣

防
衛
大
臣
の
木
原
稔
で
す
。

こ
の
度
は
、
「
防
衛
ホ
ー
ム
」

創
刊
５０
周
年
、
誠
に
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

先
月
、
防
衛
大
臣
を
拝
命
し
、

市
ヶ
谷
で
の
着
任
式
や
大
臣
と

し
て
初
め
て
の
部
隊
視
察
を
実

施
し
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
そ
の

様
子
に
つ
い
て
前
号
で
早
速
取

り
上
げ
て
い
た
だ
き
、
大
変
あ

り
が
た
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

防
衛
大
臣
と
し
て
、
防
衛
省

・
自
衛
隊
の
先
頭
に
立
ち
、
防

衛
力
の
抜
本
的
強
化
の
１
日
も

早
い
実
現
や
、
全
て
の
隊
員
が

高
い
士
気
と
誇
り
を
持
っ
て
働

け
る
環
境
を
整
備
す
る
た
め
、

防
衛
施
設
の
更
新
、
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
防
止
対
策
、
隊
員
の
処
遇

改
善
に
隊
員
と
共
に
全
力
で
取

り
組
ん
で
い
く
所
存
で
す
。

こ
う
し
た
取
組
を
進
め
て
い

く
た
め
に
は
、
国
民
の
皆
様
の

御
理
解
は
大
変
重
要
で
あ
り
、

長
年
、
防
衛
省
・
自
衛
隊
の
活

動
に
つ
い
て
取
材
し
、
発
信
を

し
て
い
た
だ
い
て
い
る
防
衛
ホ

ー
ム
新
聞
社
の
皆
様
に
対
し
、

心
か
ら
の
敬
意
を
表
す
る
と
と

も
に
、
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
防
衛

ホ
ー
ム
新
聞
社
の
今
後
一
層
の

御
発
展
と
、
読
者
の
皆
様
の
御

健
勝
と
御
多
幸
を
お
祈
り
い
た

し
ま
し
て
、
私
の
祝
辞
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

防
衛
事
務
次
官
の
増
田
和
夫

で
す
。
「
防
衛
ホ
ー
ム
」
の
創

刊
５０
周
年
に
つ
き
ま
し
て
、
心

よ
り
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

防
衛
ホ
ー
ム
新
聞
社
の
皆
様

に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
５０
周
年

の
長
き
に
わ
た

り
、
防
衛
省
・

自
衛
隊
の
活
動

に
つ
い
て
、
紙

面
に
て
紹
介
い

た
だ
い
て
い
る
の
み
な
ら
ず
、

近
年
は
「
自
衛
隊
応
援
ま
つ
り
」

を
開
催
し
、
防
衛
省
・
自
衛
隊

に
つ
い
て
の
発
信
を
し
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。
ま
さ
に
、

防
衛
省
・
自
衛
隊
の
応
援
団
で

あ
り
、
心
か
ら
の
敬
意
を
表
す

る
と
と
も
に
、
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

今
般
の
防
衛
力
の
抜
本
的
強

化
は
こ
れ
ま
で
に
な
い
大
き
な

取
組
で
す
。
そ
の
実
現
の
た
め

に
は
、
厳
し
い
安
全
保
障
環
境

や
自
衛
隊
の
現
状
、
今
後
整
備

し
て
い
く
防
衛
力
の
内
容
に
つ

い
て
、
国
民
の
皆
様
に
御
理
解

い
た
だ
く
こ
と
は
大
変
重
要
で

あ
る
と
考
え
て

お
り
、
防
衛
ホ

ー
ム
新
聞
社
の

皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
今

後
と
も
様
々
な

御
支
援
を
賜
れ

ま
す
と
幸
い
で
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
防
衛

ホ
ー
ム
新
聞
社
の
今
後
一
層
の

御
発
展
と
、
読
者
の
皆
様
の
御

健
勝
と
御
多
幸
を
お
祈
り
い
た

し
ま
し
て
、
私
の
祝
辞
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

１０
月
１１
日
、
吉
田
圭
秀
統
合

幕
僚
長
は
ベ
ト
ナ
ム
人
民
軍
総

参
謀
長
兼
国
防
副
大
臣
の
グ
エ

ン
・
タ
ン
・
ク
オ
ン
陸
軍
上
級

中
将
を
公
式
招
待
し
た
。

吉
田
統
幕
長
は
、
２
月
の
訪

越
に
続
い
て
４
月
の
統
幕
長
着

任
直
後
に
オ
ン
ラ
イ
ン
会
談
を

行
う
な
ど
、
ク
オ
ン
総
参
謀
長

と
信
頼
関
係
を
築
い
て
き
た
。

ま
た
日
越
は
２
０
２
１
年
か

ら
Ａ
Ｄ
Ｍ
Ｍ
プ
ラ
ス
Ｐ
Ｋ
Ｏ
専

門
家
会
合
の
共
同
議
長
を
務

め
、
９
月
に
は
「
国
連
平
和
維

持
活
動
要
員
候
補
者
能
力
評
価

事
業
」
に
防
衛
省
・
自
衛
隊
か

ら
６０
名
が
参
加
し
た
。
吉
田
統

幕
長
は
、
両
国
外
交
関
係
樹
立

５０
周
年
の
節
目
の
今
年
に
２
国

間
の
協
力
関
係
強
化
の
機
運
が

高
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
歓
迎

し
、「『
自
由
で
開
か
れ
た
イ
ン

ド
太
平
洋
』
を
実
現
す
る
広
範

な
戦
略
的
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

関
係
に
あ
る
貴
国
と
の
関
係
を

よ
り
一
層
緊
密
か
つ
強
固
に
し

て
い
き
た
い
」
と
述
べ
た
。

ク
オ
ン
総
参
謀
長
は
「
今
年

両
国
は
外
交
関
係
樹
立
５０
周
年

を
迎
え
る
。
５０
年
と
い
う
長
い

間
に
わ
た
り
、
両
国
の
関
係
は

絶
え
間
な
く
包
括
的
か
つ
進

化
的
に
発
展
し
て
き
た
。
現
在

で
は
ア
ジ
ア
の
平

和
と
安
定
の
た
め

の
広
範
な
戦
略
的

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
と
な
っ
て
い

る
」
と
日
越
の
友

好
関
係
を
歓
迎
し

た
。ベ

ト
ナ
ム
人
民

軍
総
参
謀
長
（
左
）

と
握
手
す
る
吉
田

統
幕
長
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ま
さ
に
防
衛
省
・

自
衛
隊
の
応
援
団

事
務
次
官

増
田

和
夫

長
年
の
取
材
、発
信
に
感
謝

防
衛
大
臣

木
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稔

４・５面
に続く

５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００
周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周周
年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年
祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝
賀賀賀賀賀賀賀賀賀賀賀賀賀賀賀賀賀賀賀賀賀賀賀賀賀賀賀賀賀賀賀賀賀賀賀賀賀賀賀賀賀賀
寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄
稿稿稿稿稿稿稿稿稿稿稿稿稿稿稿稿稿稿稿稿稿稿稿稿稿稿稿稿稿稿稿稿稿稿稿稿稿稿稿稿稿稿

我
が
国
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る
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人
民
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参
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招
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吉
田
統
幕
長
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